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最優秀作品賞 

「当たり前にある日常のありがたさ」 

 

             保坂 多美子さん 

 

 この春の選抜甲子園で小豆島高校の樋本主将がこんな選手宣誓をしていた。 

「当たり前にある日常のありがたさを胸に僕たちはグランドに立ちます。」 

この言葉を聞いて涙が流れた。この涙はきっと私自身が病気を治したからこ

そ流れたものだと思う。そしてあの時の健康診断があったからこそ感じる一日

一日の大切さを改めて感じた涙だったと思う。 

私は小さい頃から教員になることが夢だった。毎日学校が楽しくて、出会っ

たすべての先生が大好きで他の夢を考えたこともなかった。そしてやっとの思

いで夢を叶え、本当にうれしくて気持ちがウキウキしていた。新しく始まる教

員生活に思いを馳せていた矢先に、内定者を対象に健康診断が行われた。そこ

で医者から言われたあの一言。 

「大変な病かもしれませんので、さらに検査を進めましょう。」 

思いもよらない言葉に、涙さえ出なかった。「亡くなるんですか。」と医者に聞

いても「おそらく大変な病気です。」の一言。 

どうして私が･･･生きたここちがしなかった。その後、たくさんの検査を受け

た。毎回病名が確定しないままの不安が続いたが、数日後にやっと医者から言

われた言葉は、私にとって希望の光だった。 

「健康診断を受けて良かったですね。ホジキンリンパ腫という日本人には少

ない病気ですが、１年治療を頑張れば治る病気ですよ。」という言葉だった。 

そこから治療も頑張った。抗がん剤の影響で長かった髪の毛もどんどん抜け

た。とてもつらかったが、家族や病院のスタッフの方にもどれだけ助けられた

ことか。そして医者も驚きの治療から半年後には、抗がん剤も終了した。 

今思うと、もちろん治療は大変だった。でも私は、夢を叶えることがなかっ

たら健康診断を受けず、発見が遅れ命が危なかった。だからこそ、定期的に健

康診断を受ける重要さ、そして私たち母親世代は子育てに追われ、なかなか健
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診へ足を運ばない。また、まだ受けなくても大丈夫という気持ち。そうしたマ

マ友達に、私の病気を通しての様々な思いや、健診のことを伝えていくことも

私の使命だと感じた。 

この４月から私は教員としてスタートする。病気が分かった時、こうした日

々は想像もできなかったので、最高の日々が始まる。 

そして最後に、樋本主将が言った、「当たり前にある日常のありがたさ」は、

病気によって一瞬で崩れることもある。だからこそ、早期発見で私のように、

こんなにも元気に回復できるからこそ、健康診断に足を運び、笑顔あふれる世

の中になることを心から願っている。 

健康診断が命を救ってくれ感謝の気持ちでいっぱいだ。今日も何気ない日常

を、夫と娘と送れることが幸せである。 

本当にありがとう。 


